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懐
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堂

第

一

踏

革

略

懐
梅
堂
は
享
保
九
年
五
月
中
井
甍
奄
先
生
大
阪
の
商
人
中
村
睦

蜂
(

1

1

一
星
屋
武
右
術
門
）
、
富
永
芳
春
（
道
明
寺
屋
吉
右
衛
門
）
、
長

崎
克
之
（
舟
橋
屋
四
郎
左
衛
門
）
、
吉
田
盈
枝
（
備
前
屋
吉
兵
衛
）
．

山
巾
宗
古
（
鴻
池
叉
四
郎
）
の
五
有
志
と
心
日
謀
b
諸
同
志
を
糾
合

し
尼
崎
町
一
丁
目
（
東
属
今
矯
四
丁
目
北
側
日
本
生
命
保
険
會

籠
は
其
の
奮
址
に
営
れ
り
）
に
講
合
を
建
て
懐
偉
堂
ビ
名
け
ー
―
―

宅
石
奄
先
生
を
聘
し
界
を
講
せ
し
に
瓶
ま
る
。
同
十
一
年
七
月

幕
府
の
允
許
を
得
て
更
に
規
模
を
摘
張
し
入
月
に
至
り
壻
第
エ

竣
る
是
に
於
て
大
阪
愚
問
所
た
る
懐
伯
堂
の
某
礎
確
立
す
石
奄

倖
生
學
主
t
な
b
十
月
五

H
を
以
て
始
め
て
講
席
を
開
き
五
井

閉
洲
先
生
聘
せ
ら
れ
て
助
放
ご
な
り
日
請
を
主
る
並
河
誠
所
、

井
上
赤
水
二
先
生
等
講
を
助
（
梵
奄
先
生
は
學
問
所
預
人
ビ
な

b
専
ら
學
校
の
事
を
管
理
せ
し
が
後
亦
講
説
に
従
串
す
享
保
十

五
年
（
七
月
十
六

H
)
石
症
先
生
歿
し
て
後
梵
奄
先
生
學
主
さ
な

彙

算
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b
學
問
所
預
人
を
兼
ぬ
賓
麿
元
年
堂
合
セ
改
槃
す
同
八
年
（
六

月
十
七
H
)
梵
奄
先
牛
歿
し
石
症
先
生
の
子
春
棲
先
生
學
主
こ

な
b
梵
奄
先
生
の
子
竹
山
先
生
預
り
人
ざ
な
る
、
是
よ
り
先
き

享
保
十
二
年
蘭
洲
先
生
大
阪
を
去
り
て
東
遊
せ
し
が
元
文
四
年

婦
阪
し
寛
堡
二
年
よ
b
堂
内
に
住
し
、
数
授
の
事
に
嘗
る
こ
ビ

二
十
年
賓
肝
十
二
年
（
三
月
十
七
H
)
歿
す
。
天
明
二
年
(
+

月
九
H
)
春
棲
先
生
歿
し
竹
山
先
生
學
主
を
兼
い
、
是
に
於
て

學
風
大
に
振
ふ
、
寛
政
四
年
（
五
月
十
六
日
）
大
阪
＊
火
の
総

め
に
全
部
顆
焼
せ
し
か
ば
幕
府
に
請
ふ
て
再
建
を
闘
り
同
七
年

七
月
普
請
手
営
こ
し
て
金
一
1

一
百
雨
を
賜
ふ
同
年
八
月
起
工
翌
年

七
月
埃
工
す
、
同
九
年
竹
山
先
生
退
隠
し
て
學
問
所
預
り
入
を

其
子
蕉
園
先
生
に
譲
り
自
ら
學
主
た
る
こ
さ
故
の
如
し
、
享
和

_
-
＿
年
（
八
月
四
H
)
蕉
園
先
生
早
世
し
翌
文
化
元
年
（
二
月
五

日
）
竹
山
先
生
歿
す
逍
言
し
て
學
主
及
び
数
授
の
任
セ
弟
履
軒

先
生
に
嘱
す
履
軒
先
生
文
化
十
四
年
（
二
月
十
五
H
)
歿
し
竹

山
先
生
の
子
碩
果
先
生
預
り
人
を
以
て
数
授
を
兼
ぬ
天
保
十
一

年
（
＝
一
月
十
四
日
）
歿
す
其
姪
並
河
寒
泉
先
生
敢
授
と
な
b
履
軒

先
生
の
孫
桐
園
先
生
預
り
入
さ
な
る
明
治
元
年
化
階
宮
晃
親
王

墨
臨
あ
ら
せ
ら
る
明
治
二
年
學
制
改
革
せ
ら
る
A

さ
共
に
學
徒

離
散
し
覚
に
病
學
す
享
保
九
年
創
學
よ
り
此
に
至
る
賞
に
百
四

四
十
七

十
六
年
な
り
其
後
四
十
一
年
を
経
て
明
治
四
十
三
年
一
月
十
九

日
大
阪
人
文
會
に
於
て
『
懐
僑
堂
師
儒
諸
先
生
の
為
に
公
祭
を

學
行
す
べ
し
」
ご
の
議
を
決
し
同
年
九
月
男
爵
住
友
吉
左
術
門

君
を
會
頭
に
小
山
健
三
君
を
副
會
頭
に
推
し
懐
徳
堂
記
念
會
成

立
す
四
十
四
年
十
月
五
日
懐
梅
堂
記
念
祭
を
執
行
し
肖
併
せ
て

記
念
刊
行
學
術
講
演
遺
物
展
覧
の
一
1

一
事
セ
行
ふ
翌
四
十
五
年
三

月
剰
餘
金
庭
分
協
議
會
を
開
き
『
刹
餘
金
を
基
本
財
産
ざ
し
本

會
ご
同
一
の
目
的
の
下
に
更
に
法
人
組
織
の
懐
徳
堂
記
念
會
を

創
立
し
有
終
の
美
を
済
さ
ん
，
j

の
議
を
決
し
大
正
二
年
六
月
永

田
仁
助
君
匝
村
時
彦
君
今
井
貫
一
君
水
落
庄
兵
衛
君
廣
岡
恵
三

君
を
珊
事
に
選
び
真
に
永
旧
仁
助
君
セ
理
事
長
に
推
し
法
人
設

立
を
出
願
し
同
年
八
月
財
圃
法
人
懐
徊
堂
記
念
曾
設
立
セ
許
可

せ
ら
れ
る
此
事
畏
く
も
天
聴
に
逹
し
同
一
二
年
一
1

一
月
金
武
百
圃
セ

下
賜
せ
ら
る
同
四
年
六
月
大
阪
府
よ
り
請
堂
敷
地
さ
し
て
府
立

大
販
博
物
場
の
西
北
隅
な
る
府
有
地
一
二
百
六
十
一
坪
の
無
償
使

用
の
許
可
を
得
遂
に
同
年
十
月
地
鎮
祭
を
執
行
し
翌
年
九
月
エ

を
終
b
十
月
十
五
日
開
堂
式
を
畢
行
す
十
一
月
四

H
定
期
學
術

講
演
會
第
一
回
を
開
ぎ
爾
水
毎
月
二
回
開
會
ご
な
す
十
二
月
五

日
廣
島
高
等
師
範
學
校
数
授
文
學
士
松
山
直
歳
君
を
聘
し
て
悛

徳
堂
授
ご
す
六
年
一
月
六
H
會
計
規
則
講
義
規
則
を
定
む
理
事

西
村
時
老
君
に
講
師
を
闊
託
す
一
月
二
十
七
H
定
H
講
義
開
講



式
セ
畢
げ
松
山
牧
授
大
學
首
章
，
？
講
す
爾
水
従
週
二
回
請
義
セ

行
ふ
同
年
四
月
素
讀
科
セ
設
け
波
多
野
七
蔵
君
に
数
師
を
晒
託

す
五
月
一

H

よ
り
教
授
セ
開
始
す
京
都
帝
國
大
學
助
数
授
吉
澤

義
則
君
に
講
師
を
峨
託
し
五
月
七
H
よ
り
菰
葉
槃
抄
講
義
セ
開

始
す
同
年
十
月
十
四
日
記
念
祭
恒
典
セ
行
ふ
七
年
＋
月
五
H
記

念
祭
恒
典
セ
行
ふ
八
年
二
月
吉
澤
義
則
君
講
師
を
僻
す
第
三
高

笠
学
校
敢
授
林
森
太
郎
君
に
講
師
を
嘱
託
す
三
月
文
學
士
武
内

義
雄
君
に
講
師
セ
嘱
託
す
四
月
七
H
通
俗
講
演
規
定
を
定
む
六

月
二
十
一
日
第
一
同
通
俗
請
演
を
開
く
九
月
よ
り
日
曜
朝
講
を

開
始
し
定
日
講
義
回
数
を
増
加
し
て
毎
週
ー
1

一
回
ど
な
す
十
月
五

H
記
念
祭
恒
典
竺
行
ふ
九
年
・
T
月
十
U
記
念
祭
恒
典
を
行
ひ
兼

ね
て
本
堂
先
師
儲
諸
先
生
の
贈
位
を
報
告
す
十
月
十
二
H
数
育

勅
語
勝
本
条
附
せ
ら
る
三
十
H
勅
育
勅
語
燥
競
二
十
年
に
相

営
す
る
を
以
て
勅
語
捧
讃
式
を
畢
行
し
西
村
講
師
勅
語
を
謹
請

す
十
一
月
一
日
明
治
神
宮
鎮
座
祭
に
相
常
す
る
を
以
て
箔
拝
式

を
墨
行
し
松
山
数
授
明
治
天
皇
の
盛
偉
に
就
き
て
講
演
す
十
年

一
月
よ
り
毎
週
一
阿
特
科
講
義
を
開
始
す
同
年
十
月
二
日
記
念

祭
恒
典
を
行
ふ
十
一
年
十
月
八

H
午
前
記
念
祭
恒
典
を
行
ひ
午

後
孔
子
祭
を
行
ふ
十
二
年
四
月
文
學
士
財
津
愛
象
同
鞘
束
猛
二

君
に
講
師
セ
磯
託
す
同
月
よ
り
毎
週
一
回
文
科
講
義
を
開
始
す

特
科
講
義
の
名
稲
を
殷
し
定
H
講
義
こ
す
同
年
七
月
二
十
七
H

本
會
事
業
の
朕
況
天
罷
に
逹
し
金
参
肝
圃
を
下
賜
せ
ら
る
同
年

十
一
月
十

H
畏
く
も
國
民
精
紳
作
興
に
闊
す
る
大
詔
換
登
せ
ら

れ
た
る
を
以
て
同
月
十
八
日
松
山
数
授
「
大
詔
を
邦
し
奉
り
て
』

ご
題
し
詔
書
に
就
き
て
謹
請
す
同
月
二
十
入
H
本
會
講
師
吉
田

銃
雄
君
文
部
省
在
外
研
究
員
を
命
せ
ら
れ
支
那
に
出
張
す
。

第
二
財
圃
法
人
懐
椙
堂
記
念
會
趣
旨

維
絣
前
に
於
け
る
我
が
大
阪
唯
一
の
學
校
な
り
し
悛
篠
堂
は
中

井
甍
奄
先
生
が
大
阪
の
商
人
な
る
中
村
睦
峰
富
永
芳
春
長
崎
克

之
吉
田
盈
枝
山
中
宗
古
の
五
有
志
ご
謀
b
て
諸
同
志
を
糾
合
し

三
宅
石
奄
先
生
を
聘
し
て
尼
ヶ
崎
町
一
丁
目
北
側
に
創
立
せ
し

者
に
し
て
時
に
享
保
九
年
な
b
同
十
一
年
幕
府
の
官
許
を
得
て

よ
り
大
阪
學
間
所
こ
も
稽
し
石
奄
先
生
歿
後
は
夢
奄
先
牛
學
主

さ
な
り
五
井
蘭
洲
先
生
数
鞭
を
執
る
者
前
後
二
十
年
尋
ぎ
て
梵

奄
の
子
竹
山
（
懐
徳
堂
學
主
）
履
軒
（
水
哉
舘
塾
主
）
二
先
生

峨
起
し
て
よ
b
大
阪
の
文
學
雄
を
海
内
に
稽
し
子
孫
相
緞
ぎ
て

業
を
世
に
し
以
て
維
新
の
際
に
至
る
、
枇
態
一
墾
し
て
學
校
も

亦
腹
し
た
り
し
が
創
立
よ
b
隕
學
に
至
る
ま
で
粒
誦
の
磐
を
絶

た
ざ
る
も
の
賓
に
百
四
十
餘
年
な
り
竹
山
履
軒
二
先
生
の
門
人

材
輩
出
し
て
海
内
に
分
布
し
以
て
一
恨
の
文
化
を
振
興
せ
b
斯

四
十
入



る
大
儒
を
我
が
大
阪
に
出
だ
し
A

は
豊
太
閤
の
大
阪
城
に
も
譲

ら
ざ
る
偉
蹟
と
謂
ふ
べ
し
然
れ
ざ
も
我
々
後
人
の
最
も
深
く
懐

植
堂
に
威
銘
す
る
所
以
の
者
は
大
阪
唯
一
の
學
校
こ
し
て
大
阪

の
文
数
を
主
る
も
の
久
し
く
大
阪
人
を
数
育
し
て
其
の
品
性
を

養
ひ
其
風
俗
を
正
し
以
て
世
道
人
心
を
維
持
せ
し
に
在
り
我
が

大
阪
は
古
よ
り
商
業
を
以
て
著
は
れ
國
運
振
張
の
今

H
に
在
り

て
亦
商
工
業
の
中
心
ご
稲
せ
ら
る
ヽ
所
以
の
者
は
古
来
養
成
し

た
る
大
阪
人
の
品
性
ご
良
習
慣
ピ
に
起
因
す
べ
く
品
性
ご
良
習

慣
ピ
は
並
に
数
化
の
致
す
所
に
し
て
懐
梅
堂
百
四
十
餘
年
間
の

文
敢
に
負
ふ
所
の
者
奨
大
な
り
君
父
師
は
之
を
一
1

一
恩
こ
言
ふ
報

本
反
始
は
人
の
道
な
り
大
阪
人
た
る
も
の
今
H
の
盛
を
致
し
>

所
以
を
思
ふ
て
而
し
て
圃
先
の
受
け
た
る
放
化
の
恩
セ
銘
し
以

て
賭
来
の
徳
育
に
留
心
社
ざ
ろ
可
ら
す
顧
ふ
に
天
地
の
在
ら
ん

限
b
人
類
幸
縣
の
基
礎
は
道
徳
し
在
h
國
家
の
隆
昌
も
計
會
の

平
和
も
家
庭
の
安
築
も
皆
此
に
根
底
す
而
し
て
商
業
上
道
梅
の

肉
ぷ
可
き
は
固
よ
b
言
を
待
た
す
古
来
の
数
化
の
効
熊
く
盛
セ

今
H
に
致
せ
る
大
阪
が
亦
能
＜
繁
榮
を
将
水
に
獲
ん
こ
欲
せ
ば

一
た
び
其
頭
セ
回
し
て
源
に
湖
り
故
セ
温
ね
ん
こ
ビ
を
要
す
則

ち
我
が
大
阪
人
が
今
古
に
俯
仰
し
て
自
ら
省
み
自
ら
戒
む
る
に

過
嘗
な
る
は
懐
徳
堂
の
歴
史
に
若
く
な
し
是
れ
義
に
悛
臨
堂
記

四
十
九

一
月
三
日

同
十
一
日

春

分

日

四
月
1

日

同

十

H

六
月
舟
H

七
月
舟

H

八
月
舟
l
"
2

念
會
を
起
し
明
治
四
十
四
年
十
月
五
日
(
+
月
五
日
は
幕
府
の

官
許
を
得
て
講
を
開
き
た
る
記
念
日
な
b
)
を
卜
し
懐
偉
堂
師

儒
ぷ
先
生
の
霊
セ
祭
り
且
つ
碩
學
を
聘
し
て
講
演
を
開
き
遺
書

を
刊
行
し
遺
墨
を
展
鷺
し
以
て
ー
は
百
四
十
餘
年
間
数
化
の
恩

に
報
い
一
は
世
道
人
心
の
振
興
に
資
す
る
ご
こ
ろ
あ
り
し
所
以

な
b
販
後
同
會
務
起
人
及
び
役
員
相
會
し
同
會
の
剰
餘
金
を
以

て
基
本
資
産
ご
し
涎
に
同
一
の
趣
旨
の
下
に
懐
梅
堂
記
念
會
を

輿
し
有
終
の
美
を
清
さ
ん
こ
ご
を
決
議
せ
ら
る
是
れ
這
般
本
會

の
設
立
を
見
た
る
所
以
に
し
て
即
ち
此
れ
を
財
圃
法
人
の
組
織

ご
為
し
以
て
本
會
の
趣
旨
を
永
遠
に
遂
行
せ
ん
こ
さ
を
期
す
因

て
此
に
其
成
立
の
求
歴
を
宣
明
す
。

第

四

懐

偉

堂

學

年

唇

一

月

一

日

新

年

同

十

日

冬

季

休

業

終

二

月

十

一

日

紀

元

節

号
月
舟
一
日
第
一
期
講
義
終

四
H
-
―
―
日
神
武
天
皇
祭

四
月
十
一

H

第
二
期
講
義
始

七

月

一

日

夏

季

休

業

始

入

月

舟

一

日

天

長

節

元

始

第
一
期
講
義
始

春

季

皇

霊

祭

春

季

休

業

始

春

季

休

業

終

第
二
期
講
義
終

明

治

天

阜

祭

夏

季

休

業

終



九
月
一
日
第
三
期
講
義
始

十
月
五

H

本

堂

記

念

H

千
月
舟
一
日
天
長
節
祝
．
H

十
二
月
廿
日
第
三
期
講
義
終

第

五

懐

徳

堂

諸

規

則

．
一
、
懐
植
堂
講
義
規
則

第
一
條
本
堂
は
穂
性
の
涵
養
學
術
の
研
究
を
目
的

t
し
左
の

講
義
請
演
を
な
す

本
堂
の
請
義
を
文
科
講
義
定
日
請
毅
定
期
講
演
の
三

種
こ
す

文
科
講
義
定
H
講
義
は
一
ヶ
年
を
三
期
に
分
ち
一
月

+
-
H
よ
り
三
月
末

H
士
で
を
第
一
期
ビ
し
四
月
十

、
一
日
よ
b
六
月
末
日
ま
で
を
第
一
一
期
こ
し
九
月
一

El

よ
り
十
二
月
二
十
H
ま
で
を
第
三
期
ビ
す

文
科
講
義
定
H
請
蒻
の
課
程
及
び
数
科
書
は
別
に
之

を
定
む

文
科
講
義
定
H
講
義
聴
講
生
た
ら
ん
さ
す
る
者
は
聴

講
志
望
書
（
用
紙
は
本
堂
に
於
て
交
付
す
）
を
差
出

さ
る
べ
し
但
二
十
歳
未
渦
の
も
の
は
父
兄
若
く
は
長

上
の
連
署
を
要
す
但
文
科
講
酸
罷
講
生
た
ら
ん
ど
す

第
五
條

第
四
條

第
三
條

第
二
條

秋

分

日

秋

季

皇

震

祭

十
月
屯

H

肺

嘗

察

十
一
月
廿
h

一

日

新

嘗

祭

十
二
月
廿
一

H
冬

季

休

業

始

る
も
の
は
中
等
學
校
卒
業
程
度
以
上
の
學
力
あ
る
も

の
に
限
る
。
尚
ほ
随
時
聴
講
生
た
る
こ
ご
を
得

定
期
請
演
は
學
術
請
演
及
び
通
俗
講
演
の
二
種
さ
す

定
期
學
術
講
紙
は
七
八
雨
月
を
除
き
毎
逍

t
曜
H
、

通
俗
講
演
は
毎
週
一
回
若
く
は
二
回
之
を
公
開
す
其

請
師
及
講
義
課
目
は
豫
め
之
を
公
示
す

定
期
講
演
鞄
講
者
は
罷
講
者
名
簿
に
住
所
職
業
氏
名

を
自
署
し
若
く
は
住
所
職
業
を
附
記
せ
る
名
刺
を
差

出
さ
る
べ
し

本
堂
の
定
期
講
演
及
通
俗
請
演
の
聴
講
は
無
料
ご
し

定
8
講
義
聴
講
生
に
は
堂
贄
ご
し
て
毎
期
の
始
に
於

て
一
ヶ
月
式
拾
錢
の
割
合
を
以
て
納
入
せ
し
む
文
科

講
義
鞄
講
生
は
授
業
料
ビ
し
て
毎
月
式

OOを
納
入
せ

し
む
本
堂
に
於
て
特
殊
の
研
究
を
な
さ
ん
ビ
す
る
者
の
為

に
特
別
講
義
を
な
し
一
定
の
期
間
臨
時
講
演
セ
開
く

こ
こ
あ
る
べ
し
其
規
程
は
臨
時
之
を
定
む

二
、
素
讀
科
規
則

一
、
素
讀
科
は
孝
続
四
書
全
部
を
課
1
)

一
箇
年
を
以
ア
修
了
す

る
も
の
ご
す

第
十
條

第
九
條

第
八
條

第
六
條

第
七
條

五
十



第
五
條

第
四
條

第
三
條

て
素
讃
生
は
渦
十
二
年
以
上
十
八
年
以
下
の
も
の
に
限
る

一
、
素
讀
生
た
ら
ん
さ
す
る
者
は
父
兄
又
は
後
見
八
連
署
の
志

望
書
を
差
出
す
べ
し
面
用
紙
は
本
堂
に
於
て
交
付
す
）

一
、
素
讀
料
は
毎
週
月
木
土
曜
H
の一
-

1

回
午
後
一
時
よ
り
同
六

時
ま
で
の
間
に
於
て
末
堂
順
に
之
を
課
す

一
、
素
讀
生
は
毎
月
十
日
ま
で
月
謝
金
壼
圃
を
納
む
べ
し

一
、
素
讀
科
修
了
者
に
は
修
業
睛
書
を
授
典
す

三
、
懐
億
堂
通
俗
講
演
規
定

第
一
條
通
俗
講
演
は
一
般
市
民
の
常
識
を
養
ひ
品
性
を
向
上

せ
し
む
る
を
以
て
目
的
さ
す

通
俗
講
演
は
本
會
講
堂
及
市
内
適
宜
の
場
所
に
於
て

之
を
行
ふ

本
事
業
遂
行
の
総
に
特
に
理
事
長
よ
り
委
閾
し
た
る

常
任
委
員
及
臨
時
委
員
を
設
＜

常
任
委
員
は
講
師
の
依
嘱
會
場
の
借
用
案
内
朕
及
聰

講
券
の
印
刷
配
布
其
他
講
演
會
開
催
に
闘
し
重
要
な

る
計
饗
準
備
の
事
務
に
営
る
も
の
さ
す

臨
時
委
員
は
會
場
の
整
理
酪
講
者
の
勘
誘
其
他
講
演

會
開
催
常
H
に
於
る
一
切
の
事
務
に
嘗
る
も
の
と
す

第
二
條

玉
十
I

大
正
十
三
年
中
の
通
俗
講
演
は
科
學
に
闊
す
る
智
識
を
普
及
す

る
セ
目
的
ご
し
京
都
帝
國
大
學
理
工
瞥
諸
學
部
の
数
授
セ
聘
し

て

左

記

講

演

を

行

ふ

（

聴

講

随

意

）

｀

追
て
日
時
は
其
の
都
度
大
阪
朝
日
、
大
阪
毎
日
雨
新
聞
紙
上

に
廣
告
す
べ
し

一
月
（
二
十
日
午
後
二
時
）

地

殻

の

釣

り

合

ひ

及

び

髪

動

理

學

博

士

松

山

基

範

君

二
月
(
+
七
日
午
後
二
時
）

人

生

さ

植

物

理

學

博

士

郡

場

寛

君

ー1
一
月
（
九
日
午
後
二
時
）

建

築

の

形

の

曼

遷

工

學

博

士

武

田

吾

一

君

四

月

（

二

十

H
午
後
二
時
）

空

中

に

於

け

る

電

氣

の

活

動

工

學

士

鳥

養

利

三

郎

君

軍
月
(
+
八
日
午
後
二
時
）

生
物
の
生
長
ご
其
成
分
ご
の
闊
係
理
際
博
士
小
松
茂
君

六
月
(
+
五
日
午
後
二
時
）

和

室

の

衛

生

學

的

研

究

臀

學

博

士

戸

田

正

三

君

九
月
（
廿
一
日
午
後
二
時
）

定

理

學

博

士

吉

田

卯

三

郎

君

未



月
(
+
九
日
午
後
二
時
）

定

臀

學

博

土

藤

浪

十
一
月
(
+
六
日
午
後
二
時
）

定

現

學

博

士

川

村

多

宵

二

君

十
二
月
Q

十
四
日
午
後
二
時
）

定

理

學

博

士

新

城

新

蔵

君

（
七
、
入
雨
月
は
夏
季
休
講
）

第
六
定
8
講
義
目
的
並
課
目

一

、

目

的

定
日
講
義
は
亜
統
賢
博
及
ぴ
本
邦
古
典
を
講
じ
偉
性
を
涵
養
し

我
國
民
性
及
び
國
民
道
徳
の
淵
源
を
究
む
る
に
資
す
る
を
以
て

目
的
ご
す

・

ニ

、

課

目

現
時
講
義
中
の
も
の
．

毎
週
月
曜
H

（
自
午
後
七
時
至
午
後
九
時
）

韓

非

子

租

束

講

師

詩

経

毎
週
水
曜
H

（
自
午
後
七
時
至
午
後
九
時
）

先

哲

叢

談

財

津

講

師

理

學

宗

俯

＇
毎
週
木
曜

H
（
自
午
後
七
時
至
午
後
九
時
）

薪

古

今

集

林

講

師

周

易

程

停

未 末 未

十

松
山
放
授

松
山
敢
授

財
津
講
師

鑑
君

毎
週
日
曜
日
（
自
午
前
九
時
至
午
前
十
時
）

語

松

山

数

授

三
、
講
義
既
了
課
目

論
語
、
醜
記
纂
言
抄
、
喜
、
宋
名
臣
言
行
鎌
抄
、
中
庸
、
大

學
、
孟
子
●
大
學
術
義
、
古
今
學
擾
、
＂
軒
語
、
近
思
録
（
松

由
教
授
）

罷
子
簡
編
、
孟
子
、
詩
罷
（
西
村
講
師
）

萬
葉
菓
抄
、
記
紀
歌
抄
（
吉
澤
講
師
）

祝
詞
宜
命
抄
、
萬
葉
集
選
、
古
事
記
抄
、
古
今
集
（
林
講
師
）

諸
子
概
説
、
荀
子
、
曾
文
正
公
家
訓
（
武
内
講
師
）

楚

館

（

財

沖

講

師

）

｀

第
七
文
科
講
義
目
的
並
課
目

一

、

目

的

文
科
講
義
は
東
西
の
名
著
を
講
じ
文
科
に
属
す
る
學
術
の
研
究

に
資
す
る
を
以
て
目
的
さ
し
東
西
雨
洋
を
兼
修
せ
し
む
る
を
主

義
ビ
す
二

、

課

目

カ
ン
ト
道
梅
哲
學
の
基
礎
（
藤
井
講
師
）
朱
子
書
節
要
（
松
山

数

授

）

隔

週

金

曜

H

（
自
午
後
六
時
至
同
九
時
）

レ
ー
ベ
ン
、
ウ
ン
ト
、
ビ
ル
．
ジ
ン
グ
（
藤
代
講
師
）
杜
詩
偶
評

論

五
十
二



（

鈴

木

講

師

）

隔

遇

金

曜

H

（
同
前
）

藤
井
講
師
は
近
く
海
外
學
事
視
察
の
途
に
上
ら
る
A

を
以
て

水
九
月
よ
b
は
京
都
帝
國
大
學
文
學
部
数
授
朝
永
博
士
に
カ

ン
ト
の
「
プ
p

>

．
コ
メ
ナ
』
の
講
義
を
請
ふ
こ
ビ
>
な
れ
り

講
義
既
了
課
目

九
善
獨
逸
語
叢
書
第
二
巻
人
物
評
論
（
藤
代
講
師
）

第
八
定
期
講
演
目
的
並
題
目

一
、
目
・
的

定
期
講
演
は
高
等
な
る
學
術
的
智
識
を
普
及
し
文
化
の
向
上
學

術
の
研
究
に
資
す
る
を
以
て
目
的
ご
す

二
、
現
行
講
演
題
目

新

村

出

京
郡
帝
國
大
學
文
學
部

数

授

文

學

博

士

日
本
語
の
由
水

有

史

以

前

の

日

本

同

演

田

耕

作

右
講
演
は
何
れ
も
六
月
を
以
て
終
了
し
来
る
九
月
よ
b
は
三

浦
文
學
博
士
（
演
賎
未
定
）
高
瀬
文
學
博
士
の
周
易
概
説
の

講
演
あ
る
豫
定
な
り

l

-

―
-
、
講
義
既
了
題
目

京
都
帝
國
大
學
文
學
部

敢

授

文

學

博

士

孟
子
概
説
(
+
三
講
）

話
(
+
-
-
]
講
）
同

國

史

新

二
浦

周

行

狩

野

直

喜

茸

T-l

老

子

評

論

(

+

講

)

同

高

瀬

武

次

郎

支

那

通

説

（

八

講

）

同

桑

原

騰

蔵

近

世

の

日

本

（

＋

一

講

，

）

同

内

田

銀

蔵

支

那

に

於

け

る

史

の

起

原

(

+

講

）

同

内

藤

虎

次

郎

『
カ
ン
ト
」
の
倫
埋
學
（
＋
四
講
）
同
藤
井
健
治
郎

現
代
に
映
じ
る
西
洋
古
代
文
明
の
片
影
（
六
講
）
固
坂
口
昂

青

年

の

心

埋

及

其

放

育

(

+

四

講

）

同

野

上

俊

夫

國
史
上
に
於
け
る
祉
會
問
題
(
+
六
講
）
同
一
1

一

浦

周

行

「
カ
ン
ト
」
の
前
を
後
（
＋
＿
二
講
）
同
朝
永
一
1

一
十
郎

日
本
に
於
け
る
信
仰
ご
美
術
(
+
六
講
）

京
都
帝
國
大
學
文
學
部
助
数
授
文
學
士

朝

鮮

の

文

化

(

+

―

二

講

）

同

印
度
の
文
化
ご
其
潮
流
(
+
I
I
一
請
）

京
都
帝
國
大
學
文
學
部
放
授
文
學
博
士

近

世

支

那

概

観

ご

＇

五

講

）

同

陵

象

山

の

學

説

(

+

講

）

同

世
界
戦
争
の
話
（
九
講
）

京
都
帝
國
大
學
文
學
部
紋
授
狸
學
博
士

日
支
文
化
腸
係
（
九
講
）

京
都
帝
國
大
序
文
學
部
放
授
文
學
博
士

内

藤

虎

次

郎

小

川

琢

治

松

本

文

三

郎

矢

野

仁

一

高

瀬

武

次

郎

澤

村

専

太

郎

今

西

龍



道
偉
思
想
の
務
逹
(
+
四
講
）

日
本
文
化
の
過
程
(
+
九
講
）

現
代
数
育
思
潮
批
判
（
六
請
）

支
那
史
上
の
偉
人
（
六
講
）

論

語

椴

説

（

＋

講

）

日
本
民
族
概
説
（
＋
三
講
）

國

字

の

話

（

七

講

）
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